
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
https://www.daiwa－am.co.jp/

<3268>

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、日系企業が発行する外貨建
ての社債等に投資することにより、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざし
ております。当作成期につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、運用状
況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

東京TYFG・外貨建て
ニッポン社債ファンド201510
（愛称：東京ＴＹ201510）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券

信託期間 4年10カ月間（2015年11月16日～2020年 9 月15
日）

運用方針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を
めざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド
外貨建てニッポン
社債マザーファンド
≪2020‒09≫の受益証券

外貨建てニッポン
社債マザーファンド
≪2020‒09≫

米ドル、ユーロおよび
豪ドル建ての社債等

組入制限

ベビーファンドのマザー
ファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の10%
以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、経費控除後の配当等収益等の中から分配す
ることをめざします。ただし、分配対象額が少
額の場合には、分配を行なわないことがありま
す。

運用報告書（全体版）
（決算日　2019年 5 月15日）

第 7 期
（作成対象期間　2018年11月16日~2019年 5 月15日）



東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額（ 分 配 落 ） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % % 百万円
3 期末（2017年 5 月15日） 10, 123 30 △ 0. 2 96. 7 ─ 5, 548 

4 期末（2017年11月15日） 10, 101 30 0. 1 98. 4 ─ 4, 488 

5 期末（2018年 5 月15日） 9, 910 20 △ 1. 7 98. 6 ─ 3, 621 

6 期末（2018年11月15日） 9, 829 10 △ 0. 7 95. 5 ─ 2, 797 

7 期末（2019年 5 月15日） 9, 891 10 0. 7 93. 7 ─ 2, 247 
（注 1）
（注 2）
（注 3）
（注 4）
（注 5）

基準価額の騰落率は分配金込み。
公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
債券先物比率は買建比率－売建比率です。
当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

最近 5期の運用実績
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■基準価額・騰落率
期　首：9, 829円　   
期　末：9, 891円（分配金10円）   
騰落率：0. 7％（分配金込み） 
   

■基準価額の主な変動要因
｢外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫｣ の受益証券を通じて、主として日系企業

が発行する米ドル建ての債券に投資し、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行った結
果、保有債券からの利息収入や社債金利の低下（債券価格の上昇）がプラスに寄与し、基準価額は
上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

期　首
（2018. 11. 15）

期　末
（2019. 5. 15）
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510
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東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 公  社  債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率

騰　落　率
円 % % %

（期 首）2018年11月15日 9, 829 ─ 95. 5 ─ 
11月末　 9, 816 △ 0. 1 96. 5 ─ 
12月末　 9, 775 △ 0. 5 94. 2 ─ 

2019年 1 月末　 9, 826 △ 0. 0 94. 1 ─ 
2 月末　 9, 846 0. 2 96. 5 ─ 
3 月末　 9, 892 0. 6 96. 9 ─ 
4 月末　 9, 899 0. 7 94. 8 ─ 

（期 末）2019年 5 月15日 9, 901 0. 7 93. 7 ─ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。  
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■米国債券市況
米国債券市場では、国債や社債の金利が低下（債券価格は上昇）しました。
当作成期首より、世界経済の減速懸念が広がる中、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による追
加利上げが市場のリスク回避姿勢を強めさせた結果、かえって金利は低下基調で推移しました。
2019年に入ると世界経済に対する懸念は和らぎましたが、ＦＲＢの金融引き締め姿勢の後退を背景
に、金利は低下圧力が強まる展開になりました。また、米中が互いの国の輸出品に対して関税を引
き上げたことから米中貿易摩擦の泥沼化が懸念され、市場のリスク回避姿勢が強まったことも金利
低下に拍車をかけました。
米ドル建ての社債については、世界経済の減速懸念からスプレッド（国債に対する上乗せ金利）
は一時拡大しましたが、その後は懸念が後退しＦＲＢの緩和的なスタンスが好感されたため、縮小
圧力が強まる展開になりました。

投資環境について （2018. 11. 16 ～ 2019. 5. 15）

■当ファンド
「外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫」の受益証券を高位に組み入れるととも
に、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫
主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポートフォリ
オを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

前作成期末における「今後の運用方針」

東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

■当ファンド
｢外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫｣ の受益証券を高位に組み入れるととも

に、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。
■外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫

主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や利回り面で投資妙味のある金
融セクターを軸とするポートフォリオを維持しました。

ポートフォリオについて （2018. 11. 16 ～ 2019. 5. 15）

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当期

（ａ）経費控除後の配当等収益  142. 60円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 1. 72　
（ｄ）分配準備積立金 863. 04　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 007. 37　
（ｆ）分配金 10. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 997. 37　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2018年11月16日
～2019年 5 月15日

当期分配金（税込み） （円） 10 
対基準価額比率 （％） 0. 10 
当期の収益 （円） 10 
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 997 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510
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■当ファンド
「外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫」の受益証券を高位に組み入れるととも
に、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫
主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを軸としたポートフォリ
オを維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

今後の運用方針

東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2018. 11. 16～2019. 5. 15） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  54円 0. 549％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 842円です。

（投信会社）  （26）  （0. 268） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （26）  （0. 268） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 011  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保管費用）  （1）  （0. 007） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  55   0. 560  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510
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■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 4, 393, 060, 979円

コール・ローン等 27, 939, 312  
外貨建てニッポン社債マザー
ファンド≪2020‒09≫（評価額） 2, 201, 786, 024  
未収入金 2, 163, 335, 643  

（Ｂ）負債 2, 145, 347, 833  
未払金 2, 125, 190, 840  
未払収益分配金 2, 272, 478  
未払解約金 3, 930, 143  
未払信託報酬 13, 852, 525  
その他未払費用 101, 847  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 247, 713, 146  
元本 2, 272, 478, 504  
次期繰越損益金 △  24, 765, 358  

（Ｄ）受益権総口数 2, 272, 478, 504口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 891円

＊ 期首における元本額は2, 845, 905, 231円、当作成期間中における追加設定元本額は
20, 271円、同解約元本額は573, 446, 998円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 891円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は24, 765, 358円です。 
 

2019年 5 月15日現在

■損益の状況
当期　自2018年11月16日　至2019年 5 月15日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  7, 236円

受取利息 694  
支払利息 △  7, 930  

（Ｂ）有価証券売買損益 30, 375, 563  
売買益 108, 097, 837  
売買損 △  77, 722, 274  

（Ｃ）信託報酬等 △  13, 960, 148  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 16, 408, 179  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  38, 565, 850  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  335, 209  
（配当等相当額） （ 392, 760） 
（売買損益相当額） （△  727, 969） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  22, 492, 880  
（Ｈ）収益分配金 △  2, 272, 478  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  24, 765, 358  
追加信託差損益金 △  335, 209  
（配当等相当額） （ 392, 760） 
（売買損益相当額） （△  727, 969） 
分配準備積立金 226, 259, 117  
繰越損益金 △  250, 689, 266  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注 4） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：12, 266, 198円（未監査）

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　 　類
期　　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
外貨建てニッポン社債
マザーファンド≪2020‒09≫ 2, 744, 463 2, 191, 049 2, 201, 786 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年 5 月15日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
外貨建てニッポン社債
マザーファンド≪2020‒09≫ 2, 201, 786 97. 1 

コール・ローン等、その他 66, 410 2. 9 
投資信託財産総額 2, 268, 196 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。  
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 5月15日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
109. 62円です。 

（注 3） 外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020－09≫において、当期末にお
ける外貨建純資産（4, 020, 047千円）の投資信託財産総額（4, 170, 879千
円）に対する比率は、96. 4％です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2018年11月16日から2019年 5 月15日まで）
設　　定 解　　約

口　数 金　額 口　数 金　額
千口 千円 千口 千円 

外貨建てニッポン
社債マザーファンド
≪2020‒09≫

─ ─ 553, 413 556, 600 

（注）単位未満は切捨て。
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東京TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 32, 407, 140円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 392, 760　
（ｄ）分配準備積立金 196, 124, 455　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 228, 924, 355　
（ｆ）分配金 2, 272, 478　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 226, 651, 877　
（ｈ）受益権総口数 2, 272, 478, 504口

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ
1 万 口 当 り 分 配 金 10円

● ＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税を選択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa－am.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等

株式組入制限 純資産総額の10％以下

外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫
運用報告書　第 7期　（決算日　2019年 5 月15日）

（作成対象期間　2018年11月16日～2019年 5 月15日）

外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫の運用状況をご報告申し上げます。
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外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：10, 119円　期末：10, 049円　騰落率：△0. 7%
【基準価額の主な変動要因】

主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資した結果、社
債金利の低下（債券価格の上昇）や保有債券からの利息収入はプラス
に寄与したものの、円高米ドル安などを反映し、基準価額は下落しま
した。
◆投資環境について
　○米国債券市況

米国債券市場では、国債や社債の金利が低下（債券価格は上昇）
しました。
当作成期首より、世界経済の減速懸念が広がる中、ＦＲＢ（米国

連邦準備制度理事会）による追加利上げが市場のリスク回避姿勢を
強めさせた結果、かえって金利は低下基調で推移しました。2019年
に入ると世界経済に対する懸念は和らぎましたが、ＦＲＢの金融引
き締め姿勢の後退を背景に、金利は低下圧力が強まる展開になりま
した。また、米中が互いの国の輸出品に対して関税を引き上げたこ
とから米中貿易摩擦の泥沼化が懸念され、市場のリスク回避姿勢が
強まったことも金利低下に拍車をかけました。

（円）

期　首
（2018. 11. 15）

期　末
（2019. 5. 15）

10, 400

10, 200

10, 000

9, 600

9, 800

9, 400
基準価額

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基 準 価 額 公 社 債

組入比率
債券先物
比 率騰落率

円 ％ ％ ％
（期 首）2018年11月15日 10, 119 ─ 96. 2 ─ 

11月末　 10, 102 △ 0. 2 96. 8 ─ 
12月末　 9, 887 △ 2. 3 96. 3 ─ 

2019年 1 月末　 9, 802 △ 3. 1 96. 8 ─ 
2 月末　 10, 022 △ 1. 0 96. 9 ─ 
3 月末　 10, 110 △ 0. 1 97. 3 ─ 
4 月末　 10, 219 1. 0 95. 5 ─ 

（期 末）2019年 5 月15日 10, 049 △ 0. 7 95. 6 ─ 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

米ドル建ての社債については、世界経済の減速懸念からスプレッ
ド（国債に対する上乗せ金利）は一時拡大しましたが、その後は懸
念が後退しＦＲＢの緩和的なスタンスが好感されたため、縮小圧力
が強まる展開になりました。

　○為替相場
米ドルは対円で下落しました。
当作成期首から2018年12月下旬にかけて、世界経済に対する懸念
の高まりなどから市場のリスク回避姿勢が強まった結果、米ドル円
は下落しました。2019年に入ると株価が堅調に推移し、市場のリス
ク回避姿勢も和らいだことから米ドル円は上昇傾向となったもの
の、米中貿易摩擦への懸念が強まったことを背景に、当作成期末に
かけて上昇幅を縮小しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セク

ターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益
の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
◆ポートフォリオについて

主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や
利回り面で投資妙味のある金融セクターを軸とするポートフォリオを
維持しました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セク
ターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益の
確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

■ 1万口当りの費用の明細
項　　目 当　　期

売買委託手数料 ─円
有価証券取引税 ─  
その他費用 1  
（保管費用） （1） 
（その他） （0） 

合　　計 1  
（注 1）費用の項目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2018年11月16日から2019年 5 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
Mitsubishi UFJ Financial Group Inc（日本） 3. 44638% 2023/7/26 308, 624 Nomura Holdings Inc（日本） 6. 7% 2020/3/4 204, 924 

Sompo Japan Insurance Inc（日本） 5. 325% 2073/3/28 183, 453 
Sumitomo Life Insurance Co（日本） 6. 5% 2073/9/20 169, 076 
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp（日本） 2. 45% 2019/10/16 110, 383 
ORIX Corp（日本） 2. 95% 2020/7/23 99, 710 
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd（日本） 7% 2072/3/15 96, 205 
Mizuho Financial Group Inc（日本） 3. 48063% 2022/9/11 89, 375 
Fukoku Mutual Life Insurance Co（日本） 6. 5% 永久債 46, 842 
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd（日本） 2. 5% 2020/3/9 43, 744 
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp（日本） 2. 65% 2020/10/19 41, 582 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 % % % % %
アメリカ 35, 400 36, 281 3, 977, 148 95. 6 ─ 32. 2 15. 4 48. 0 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。     

■売買および取引の状況
公 社 債

（2018年11月16日から2019年 5 月15日まで）
買 付 額 売 付 額

外
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 

アメリカ 社債券 2, 815 9, 792 
（ 1, 800） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。
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外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫

■投資信託財産の構成
2019年 5 月15日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 3, 977, 148 95. 4 
コール・ローン等、その他 193, 730 4. 6 
投資信託財産総額 4, 170, 879 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。  
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 5月15日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
109. 62円です。  

（注 3） 当期末における外貨建純資産（4, 020, 047千円）の投資信託財産総額
（4, 170, 879千円）に対する比率は、96. 4％です。  

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
 ％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円  

アメリカ Mizuho Bank Ltd 社債券 2. 7000 800 799 87, 660 2020/10/20 
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社債券 2. 4500 1, 000 998 109, 484 2020/01/16 
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社債券 2. 6500 2, 300 2, 300 252, 171 2020/10/19 
Chiba Bank Ltd/The 社債券 2. 5500 1, 500 1, 495 163, 954 2019/10/30 
Suntory Holdings Ltd 社債券 2. 5500 1, 500 1, 498 164, 237 2019/09/29 
Nissan Motor Acceptance Corp 社債券 2. 1250 2, 500 2, 483 272, 186 2020/03/03 
Mizuho Financial Group Inc 社債券 3. 4806 3, 000 3, 022 331, 283 2022/09/11 
Mitsubishi UFJ Financial Group Inc 社債券 3. 4463 2, 800 2, 810 308, 123 2023/07/26 
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd 社債券 7. 0000 2, 400 2, 602 285, 242 2072/03/15 
Sumitomo Life Insurance Co 社債券 6. 5000 800 875 95, 957 2073/09/20 
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社債券 7. 2500 3, 000 3, 218 352, 810 永久債   
Nippon Life Insurance Co 社債券 5. 0000 1, 200 1, 244 136, 412 2042/10/18 
Fukoku Mutual Life Insurance Co 社債券 6. 5000 2, 600 2, 831 310, 395 永久債   
ORIX Corp 社債券 2. 9500 3, 000 3, 002 329, 175 2020/07/23 
Sompo Japan Insurance Inc 社債券 5. 3250 1, 400 1, 458 159, 869 2073/03/28 
AMERICAN HONDA FINANCE 社債券 2. 2500 500 499 54, 766 2019/08/15 
Nomura Holdings Inc 社債券 6. 7000 1, 800 1, 855 203, 418 2020/03/04 
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社債券 2. 5000 1, 800 1, 804 197, 850 2020/03/09 
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社債券 2. 7500 1, 500 1, 479 162, 146 2020/10/21 

合　 計
銘柄数 19銘柄 
金　額 35, 400 36, 281 3, 977, 148 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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外貨建てニッポン社債マザーファンド≪2020‒09≫

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年 5 月15日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 4, 170, 879, 102円

コール・ローン等 165, 064, 336  
公社債（評価額） 3, 977, 148, 213  
未収利息 28, 167, 028  
前払費用 499, 525  

（Ｂ）負債 11, 303, 756  
未払解約金 11, 300, 000  
その他未払費用 3, 756  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 159, 575, 346  
元本 4, 139, 262, 788  
次期繰越損益金 20, 312, 558  

（Ｄ）受益権総口数 4, 139, 262, 788口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 049円

＊ 期首における元本額は5, 227, 693, 855円、当作成期間中における追加設定元本額は
0円、同解約元本額は1, 088, 431, 067円です。 

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、東京
TYFG・外貨建てニッポン社債ファンド201510 2, 191, 049, 880円、東京TYFG・外
貨建てニッポン社債ファンド201604 1, 948, 212, 908円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 049円です。

■損益の状況
当期　自2018年11月16日　至2019年 5 月15日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 96, 685, 556円

受取利息 96, 699, 555  
支払利息 △  13, 999  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  133, 837, 756  
売買益 40, 674, 311  
売買損 △  174, 512, 067  

（Ｃ）その他費用 △  348, 026  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  37, 500, 226  
（Ｅ）前期繰越損益金 62, 181, 717  
（Ｆ）解約差損益金 △  4, 368, 933  
（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 20, 312, 558  

次期繰越損益金（Ｇ） 20, 312, 558  
（注） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を下

回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 1）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
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